
第75号　能美市議会だより第75号　能美市議会だより 67

映像配信は
こちら

会議録は
こちら

　市の施策状況・将来の方針・課題などについて、議員が提案も含めて市の考えを聞くのが一般質問。ここでは、今回出た35の
質問の中から一部をダイジェスト版で分かりやすく紹介します。より詳しい内容は、動画配信や会議録をご覧ください。

※3月定例会の会議録は6月下旬に公開予定です

市政のここが聞きたい！

一般質問
3月定例会では16名中【6名】が登壇しました

採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの
自己の意見を表明することです。

「私は賛成 / 反対します」
討論とは

令和４年度能美市一般会計予算

市民の暮らしを守る支援を

全議案35件のうち、賛否が分かれた議案（11件）

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

（○：賛成、●：反対）※議長は採決を行いません

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○

能美市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について
市職員や議会議員の期末手当の引き下げなどを行うもの

能美市都市計画法施行条例の一部を改正する条例について
開発行為で設置を求める公園等の面積の最低限度を300平方メートルに
強化し、また、設置を求める開発行為の区域の面積の最低限度を１ヘク
タールに緩和するもの

能美市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
団員確保の観点から、年額報酬および出動報酬を改正するもの

能美市体育施設条例の一部を改正する条例について
能美市立浜小学校夜間照明施設の廃止及び能美市寺井体育館に空調設
備を設置したことに伴う条例改正

能美市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
12床ある介護療養型病床を医療療養型病床に転換予定として100床を
確保した病院として運営するなどの改正を行うもの

令和４年度能美市一般会計予算

令和４年度能美市後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度能美市工業用水道事業会計予算

令和４年度国民健康保険能美市立病院事業会計予算

令和３年度能美市一般会計補正予算（第８号）

能美市産業振興奨励条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について
コロナ禍でも設備投資を行う企業活動を支援するため、経過措置の期限
を３年間延長するもの

討　論

　窓口業務や夜間当直の民営化、新給食センター建
設に PFI の採用など、自治体サービスの民営化は行
政水準の低下を招くことにつながる。
　デジタル化の推進においては、プライバシー侵害
や住民サービスの後退、マイナンバー制度の拡大、
官民の癒着問題が指摘されている。
　企業誘致と人材確保、観光事業の推進にベクトル
が向いているが、市民の暮らしを守るための支援を
強化すべきと考え反対する。

日本共産党　近藤 啓子

移住定住の推進につながる
　新年度予算は、これまでの事業・施策の７本柱を
５つの方針・目的のもと、さらなる「移住定住の促進」
につながるよう編成されている。
　新型コロナウイルス感染症が影響を与えている市
民生活・経営雇用情勢・産業振興・観光を、with・
after コロナの方針・目的により支援し、デジタル技
術を更に活用しながら、さらなる移住定住の促進に
つながるよう工夫を凝らした予算となっており賛成
するものである。
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反対 賛成
移住定住の促進 澤田 P.8

子育て・住環境の充実

宅地開発計画 中村 P.7

困難な環境の子どもへの支援 中村 P.7

土地利用の規制と誘導 澤田 P.8

産業振興・企業誘致推進・人財確保対策 

小規模事業者向け支援 荒井 P.8

安全安心のまちづくり 中野 P.10

自衛消防団の現状 荒井 P.8

気象庁の「キキクル」 仙台 P.9

自然災害の予測と避難情報 仙台 P.9

デジタル化の推進

窓口業務におけるデジタル化の推進状況 中野 P.10

その他

千載一遇のチャンス 澤田 P.8

官製談合問題 近藤 P.9

Ｆ-15戦闘機墜落事故 近藤 P.9

帯状疱疹ワクチン接種への助成 仙台 P.9

今
後
と
も
空
き
家
の
利
活
用
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

困
難
な
環
境
の
子
ど
も
へ
の
支
援

能
美
市
で
の
児
童
虐
待
の
受
付
対

応
件
数
の
推
移
に
つ
い
て
問
う

新
規
に
受
け
付
け
た
対
応
件
数
は
、

平
成
30
年
度
が
17
件
、
令
和
元
年

度
が
28
件
、
令
和
２
年
度
が
37
件
で
あ

る
。
虐
待
に
は
至
ら
な
い
要
支
援
児
童

認
定
数
は
、
平
成
30
年
度
が
31
件
、
令

和
元
年
度
が
62
件
、
令
和
２
年
度
が
61

件
で
あ
り
、
保
護
者
と
連
絡
を
取
り
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

 

近
年
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
へ

の
市
の
取
り
組
み
を
問
う

福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教
育
等
の

関
係
者
や
地
域
の
支
援
者
が
そ
れ

ぞ
れ
注
意
深
く
観
察
し
、
子
ど
も
や
世

帯
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
一
つ
一
つ
の

事
例
の
課
題
解
決
に
向
け
て
対
応
す
る

た
め
、
各
分
野
の
連
携
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
強
化

に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

 

宅
地
開
発
計
画

根
上
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
廃

止
後
跡
地
は
宅
地
と
の
案
も
あ
る

と
聞
く
が
、
今
後
の
宅
地
や
住
宅
数
の

確
保
計
画
に
つ
い
て
問
う

住
宅
用
地
と
し
て
和
光
台
５
丁
目

の
土
地
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
旧
若

葉
保
育
園
跡
地
約
０
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
加
賀
産
業
開

発
道
路
沿
い
の
金
沢
大
学
が
所
有
す
る

土
地
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
取
得
を
計
画

し
て
い
る
。
今
後
も
、
様
々
な
土
地
利

用
の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
需
要
に

合
っ
た
住
宅
用
地
を
確
保
し
て
い
く
。

新
し
い
宅
地
開
発
ば
か
り
で
は
な

く
、
空
き
家
も
利
用
す
べ
き
で
あ

る
。
市
外
在
住
者
へ
補
助
制
度
や
住
宅

需
要
等
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
提
供
す

る
の
か令

和
４
年
度
、
市
外
に
在
住
す
る

方
へ
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

に
、
拡
充
す
る
補
助
制
度
や
住
宅
需
要

等
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
読
ん
で
も

ら
え
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
広

く
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

QAQQ

QQA A

▲根上フラワーセンター跡地の有効活用を

中村 純子 議員
能美保守の会

　

なか  むら　 じゅん  こ
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問質般一問質般一

火
災
は
、発
生
か
ら
の
経
過
時
間
、

建
物
の
構
造
や
面
積
、
強
風
な
ど

の
気
象
条
件
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
た

め
、
対
応
で
き
る
火
災
の
規
模
に
つ
い

て
は
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
消
防
戦

術
を
駆
使
し
消
火
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。

　
消
火
活
動
中
に
別
の
場
所
で
新
た
な

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

近
隣
市
町
の
消
防
本
部
に
応
援
要
請
を

行
い
、
既
に
非
番
招
集
し
待
機
職
員
を

現
場
に
投
入
し
増
強
を
図
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
時
に
自
衛

消
防
団
が
出
動
し
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
の
か

現
場
指
揮
本
部
か
ら
の
要
請
に
よ

り
出
動
し
、
延
焼
防
止
活
動
や
飛

び
火
警
戒
、
避
難
誘
導
、
一
般
車
両
の

交
通
整
理
を
行
う
。

自
衛
消
防
団
と
の
支
援
協
定
締
結

で
、
将
来
的
に
は
防
災
に
も
活
動

範
囲
を
広
げ
、
自
主
防
災
活
動
へ
の
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か

地
域
の
安
全
・

安
心
を
高
め

て
い
く
た
め
に
も
、

消
火
活
動
に
お
け

る
連
携
と
同
様
の

取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た

い
。

 

小
規
模
事
業
者
向
け
支
援

「
の
み
応
援
特
典
券
」
で
市
内
小

規
模
事
業
者
を
支
援
で
き
な
い
か

の
み
応
援
特
典
券
は
事
業
者
や
市

民
に
好
評
で
あ
る
が
、
感
染
状
況

の
推
移
を
踏
ま
え
、
国
・
県
の
施
策
を

補
完
し
、
地
域
経
済
を
振
興
す
る
施
策

を
適
宜
検
討
し
た
い
。

 

自
衛
消
防
団
の
現
状

市
の
消
防
力
（
消
防
団
員
数
や
職

員
数
、
車
両
台
数
）
を
問
う

現
在
、
保
有
す
る
消
防
力
は
、
消

防
団
員
数
１
１
６
名
、
職
員
数
95

名
で
、
車
両
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部

の
消
防
ポ
ン
プ
車
４
台
、化
学
車
１
台
、

は
し
ご
車
１
台
、
指
揮
車
１
台
、
救
助

工
作
車
１
台
、
救
急
車
３
台
、
特
殊
車

両
２
台
、
加
え
て
市
消
防
団
の
消
防
ポ

ン
プ
車
３
台
で
あ
る
。

現
在
の
消
防
力
で
ど
れ
だ
け
の
規

模
の
火
災
に
対
応
で
き
る
か
。
ま

た
、
消
火
活
動
中
に
別
の
場
所
で
新
た

な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
は

の
み
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

相
談
体
制
を
強
化
す
る
た
め
「
移

住
定
住
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

機
動
的
に
動
け
る
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
連

携
を
密
に
し
て
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

健
全
な
財
政
堅
持
で
、
自
主
財
源

確
保
と
財
政
基
盤
の
強
化
策
は

未
利
用
財
産
の
積
極
的
な
売
却
、

貸
付
け
な
ど
で
積
極
的
な
財
源
の

確
保
に
努
め
、
市
で
初
め
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
導
入
す
る
な
ど
事
務
事
業
の
最

適
化
も
図
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
使
途

と
、
の
み
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
及
び

販
路
開
拓
に
つ
い
て
問
う

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
は
、
移
住

・
定
住
促
進
戦
略
事
業
、
の
み
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

　
の
み
ブ
ラ
ン
ド
は
現
代
の
ネ
ッ
ト
社

会
を
意
識
し
て
認
証
し
、
能
美
市
大
図

鑑
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
活
用

で
売
上
増
に
つ
な

げ
る
。
新
幹
線
全

線
開
業
に
向
け

て
、
物
販
施
設
の

設
置
に
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い

く
。

 

土
地
利
用
の
規
制
と
誘
導

第
２
次
能
美
市
総
合
計
画
に
求
め

る
地
域
生
活
拠
点
の
整
備
方
針
を

問
う

市
内
74
町
会
の
特
徴
を
生
か
し
、

福
祉
の
視
点
も
含
め
快
適
な
地
域

拠
点
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
。

都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ

れ
、
制
度
化
さ
れ
た
立
地
適
正
化

計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

他
の
市
町
の
運
用
状
況
や
動
向
を

把
握
し
た
上
で
対
応
す
る
。

佐
野
町
と
泉
台
町
に
跨
る
佐
野
山

の
土
地
利
用
方
針
を
問
う

４
．
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
当
該
地
は

立
地
適
正
化
計
画
制
度
を
考
慮
し

て
も
住
宅
地
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

機
運
が
高
ま
れ
ば
適
切
に
対
応
す
る
。

 
移
住
定
住
の
促
進

移
住
定
住
促
進
協
議
会
と
、
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
問
う

QA

QA

事
件
の
解
明
と
対
策
に
第
三
者
調

査
機
関
が
必
要
で
は
な
い
か

庁
舎
内
に
「
能
美
市
官
製
談
合
再

発
防
止
対
策
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
事
件
に
至
っ
た
背
景
や
要
因
の

把
握
、
類
似
す
る
契
約
の
調
査
と
課
題

の
整
理
、
制
度
運
営
の
改
善
策
な
ど
再

発
防
止
策
を
講
じ
る
。
職
員
の
倫
理
意

識
の
向
上
も
行
い
、
外
部
の
有
識
者
に

も
意
見
を
求
め
な
が
ら
、
再
発
防
止
策

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

Ｆ
ー
15
戦
闘
機
墜
落
事
故

徹
底
し
た
原
因
究
明
に
基
づ
く
点

検
整
備
と
教
育
は
最
低
限
必
要
な

こ
と
で
あ
り
、
原
因
推
定
の
段
階
で
の

訓
練
飛
行
再
開
は
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う

事
故
へ
の
様
々
な
要
因
を
想
定
し

て
の
機
体
の
特
別
点
検
、
空
間
識

失
調
や
異
常
姿
勢
か
ら
の
回
復
に
関
す

る
教
育
な
ど
再
発
防
止
策
の
状
況
報
告

を
受
け
て
い
る
。
訓
練
再
開
に
あ
た
っ

て
は
、
市
議
会
や
能
美
市
周
辺
地
域
連

絡
協
議
会

と
も
相
談

し
対
応
を

判
断
し
た

い
。

 

官
製
談
合
問
題

２
月
18
日
、
入
札
情
報
漏
え
い
疑

い
で
市
職
員
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、

入
職
２
〜
３
年
目
の
特
定
任
期
付
職
員

に
な
ぜ
入
札
の
権
限
ま
で
与
え
ら
れ
た

の
か

元
自
衛
官
と
し
て
の
経
験
や
知
識

と
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資

格
を
持
ち
、
防
災
や
危
機
管
理
分
野
の

識
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
１
年
３
か

月
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
の
勤
務
実
績

か
ら
特
定
任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
し

た
。
専
門
的
見
地
か
ら
助
言
し
、
意
思

決
定
を
行
う
一
員
と
し
て
物
品
の
購

入
、
工
事
請
負
契
約
の
審
査
や
決
定
に

有
効
に
活
用
で
き
る
と
判
断
し
た
。

課
長
や
管
財
課
等
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
な
ぜ
働
か
な
か
っ
た
の
か

事
業
の
担
当
課
と
入
札
を
執
行
す

る
課
を
分
離
す
る
な
ど
、
官
製
談

合
の
防
止
も
含
め
た
適
正
な
事
務
執
行

に
努
め
て
き
た
。
石
川
県
警
察
本
部
が

現
在
も
捜
査
中
で
あ
り
、
事
件
の
詳
細

を
踏
ま
え
た
上
で
原
因
究
明
を
進
め
、

再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。
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▲市の消防力がさらに充実することを期待

▲寺井東部丘陵地土地区画整理事業（昭和54年11月撮影）

▲フライトレコーダーの解析で一刻も早い事故原因の解明を

荒井 昌宏 議員
能美保守の会

あら　い　　まさ　ひろ

澤田 　貞 議員
清　風

さわ　だ　　　　 ただし

近藤 啓子 議員
日本共産党

こん  どう　  けい　こ

 
自
然
災
害
の
予
測
と
避
難
情
報

気
象
庁
と
の
連
携
を
深
め
、
狭
い

区
域
で
の
被
害
予
測
と
避
難
指
示

な
ど
を
発
令
す
る
体
制
整
備
を
行
え
。

ま
た
、
住
民
が
的
確
か
つ
迅
速
な
避
難

行
動
を
と
れ
る
取
り
組
み
を
行
え

市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
を

図
る
た
め
、
市
民
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
確
認
を
促
し
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
講
座
な
ど
で
自
ら
の
取
る
べ
き
行

動
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を
行
っ
て
き

た
。
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

訓
練
の
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
気
象
庁
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
金

沢
地
方
気
象
台
の
予
報
官
と
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
、
気
象
状

況
の
解
説
や
発
令
判
断
に
関
わ
る
助
言

を
求
め
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
注
意
喚
起
や
避
難
情
報
発

令
な
ど
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

体
制
に
加
え
て
、
市
か
ら
の
情
報
を
メ

ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
受
け
取
れ
る
整

備
を
進
め
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

と
多
様
化
を
図
っ
て
い
く
。

 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

日
本
人
は
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

予
防
率
が
９
割
以
上
に
な
る
と
の
研
究

も
あ
る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
助
成
を
行
え

市
医
師
会
と
の
協
議
に
よ
り
実
態

把
握
に
努
め
、
国
や
他
市
町
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

 

気
象
庁
の
「
キ
キ
ク
ル
」※

自
然
災
害
時
の
避
難
行
動
の
一
助

と
も
な
る
「
キ
キ
ク
ル
」
の
周
知

と
活
用
推
進
を
図
れ

市
民
が
自
主
的
な
避
難
の
判
断
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
出
前
講

座
や
研
修
な
ど
で
キ
キ
ク
ル
の
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

　
な
お
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
県

の
「
土
砂
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ａ
Ｂ

Ｏ
ア
イ
」
が
よ
り
き
め
細
か
な
情
報
を

公
開
し
て
お
り
、
併
用
す
る
こ
と
で
効

果
的
な
情
報
収
集
が
可
能
と
な
る
。

※キキクル：気象庁ホームページに掲載されており、検索地域の雨雲状況、浸水害、洪水害、
　土砂災害の危険度の高まりを警戒レベルごとに色分けし、地図上に示す危険度分布のこと。

仙台 謙三 議員
公明党

せん  だい　 けん  ぞう

▲「ハザードマップ」や「マイタイムライン」などの情報が掲載

QA QA

QA

見て、使って
備えましょうわが家の

一冊に
するのだ

保存版
わが家の一

冊能
美
市 

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

能美市

命を守るための

家 族 で、
みんなで、
地 域 で、

S
A
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O
M
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防災ガイドブック

お問い合わせ先

能美市総務部危機管理課
〒923-1297 石川県能美市来丸町1110番地
TEL 0761-58-2201  FAX 0761-58-2290 発行 2020年2月
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問質般一問質般一

火
災
は
、発
生
か
ら
の
経
過
時
間
、

建
物
の
構
造
や
面
積
、
強
風
な
ど

の
気
象
条
件
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
た

め
、
対
応
で
き
る
火
災
の
規
模
に
つ
い

て
は
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
消
防
戦

術
を
駆
使
し
消
火
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。

　
消
火
活
動
中
に
別
の
場
所
で
新
た
な

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

近
隣
市
町
の
消
防
本
部
に
応
援
要
請
を

行
い
、
既
に
非
番
招
集
し
待
機
職
員
を

現
場
に
投
入
し
増
強
を
図
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
時
に
自
衛

消
防
団
が
出
動
し
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
の
か

現
場
指
揮
本
部
か
ら
の
要
請
に
よ

り
出
動
し
、
延
焼
防
止
活
動
や
飛

び
火
警
戒
、
避
難
誘
導
、
一
般
車
両
の

交
通
整
理
を
行
う
。

自
衛
消
防
団
と
の
支
援
協
定
締
結

で
、
将
来
的
に
は
防
災
に
も
活
動

範
囲
を
広
げ
、
自
主
防
災
活
動
へ
の
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か

地
域
の
安
全
・

安
心
を
高
め

て
い
く
た
め
に
も
、

消
火
活
動
に
お
け

る
連
携
と
同
様
の

取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た

い
。

 

小
規
模
事
業
者
向
け
支
援

「
の
み
応
援
特
典
券
」
で
市
内
小

規
模
事
業
者
を
支
援
で
き
な
い
か

の
み
応
援
特
典
券
は
事
業
者
や
市

民
に
好
評
で
あ
る
が
、
感
染
状
況

の
推
移
を
踏
ま
え
、
国
・
県
の
施
策
を

補
完
し
、
地
域
経
済
を
振
興
す
る
施
策

を
適
宜
検
討
し
た
い
。

 

自
衛
消
防
団
の
現
状

市
の
消
防
力
（
消
防
団
員
数
や
職

員
数
、
車
両
台
数
）
を
問
う

現
在
、
保
有
す
る
消
防
力
は
、
消

防
団
員
数
１
１
６
名
、
職
員
数
95

名
で
、
車
両
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部

の
消
防
ポ
ン
プ
車
４
台
、化
学
車
１
台
、

は
し
ご
車
１
台
、
指
揮
車
１
台
、
救
助

工
作
車
１
台
、
救
急
車
３
台
、
特
殊
車

両
２
台
、
加
え
て
市
消
防
団
の
消
防
ポ

ン
プ
車
３
台
で
あ
る
。

現
在
の
消
防
力
で
ど
れ
だ
け
の
規

模
の
火
災
に
対
応
で
き
る
か
。
ま

た
、
消
火
活
動
中
に
別
の
場
所
で
新
た

な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
は

の
み
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

相
談
体
制
を
強
化
す
る
た
め
「
移

住
定
住
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

機
動
的
に
動
け
る
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
連

携
を
密
に
し
て
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

健
全
な
財
政
堅
持
で
、
自
主
財
源

確
保
と
財
政
基
盤
の
強
化
策
は

未
利
用
財
産
の
積
極
的
な
売
却
、

貸
付
け
な
ど
で
積
極
的
な
財
源
の

確
保
に
努
め
、
市
で
初
め
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
導
入
す
る
な
ど
事
務
事
業
の
最

適
化
も
図
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
使
途

と
、
の
み
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
及
び

販
路
開
拓
に
つ
い
て
問
う

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
は
、
移
住

・
定
住
促
進
戦
略
事
業
、
の
み
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

　
の
み
ブ
ラ
ン
ド
は
現
代
の
ネ
ッ
ト
社

会
を
意
識
し
て
認
証
し
、
能
美
市
大
図

鑑
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
活
用

で
売
上
増
に
つ
な

げ
る
。
新
幹
線
全

線
開
業
に
向
け

て
、
物
販
施
設
の

設
置
に
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い

く
。

 

土
地
利
用
の
規
制
と
誘
導

第
２
次
能
美
市
総
合
計
画
に
求
め

る
地
域
生
活
拠
点
の
整
備
方
針
を

問
う

市
内
74
町
会
の
特
徴
を
生
か
し
、

福
祉
の
視
点
も
含
め
快
適
な
地
域

拠
点
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
。

都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ

れ
、
制
度
化
さ
れ
た
立
地
適
正
化

計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

他
の
市
町
の
運
用
状
況
や
動
向
を

把
握
し
た
上
で
対
応
す
る
。

佐
野
町
と
泉
台
町
に
跨
る
佐
野
山

の
土
地
利
用
方
針
を
問
う

４
．
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
当
該
地
は

立
地
適
正
化
計
画
制
度
を
考
慮
し

て
も
住
宅
地
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

機
運
が
高
ま
れ
ば
適
切
に
対
応
す
る
。

 

移
住
定
住
の
促
進

移
住
定
住
促
進
協
議
会
と
、
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
問
う

QA

QA

事
件
の
解
明
と
対
策
に
第
三
者
調

査
機
関
が
必
要
で
は
な
い
か

庁
舎
内
に
「
能
美
市
官
製
談
合
再

発
防
止
対
策
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
事
件
に
至
っ
た
背
景
や
要
因
の

把
握
、
類
似
す
る
契
約
の
調
査
と
課
題

の
整
理
、
制
度
運
営
の
改
善
策
な
ど
再

発
防
止
策
を
講
じ
る
。
職
員
の
倫
理
意

識
の
向
上
も
行
い
、
外
部
の
有
識
者
に

も
意
見
を
求
め
な
が
ら
、
再
発
防
止
策

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 
Ｆ
ー
15
戦
闘
機
墜
落
事
故

徹
底
し
た
原
因
究
明
に
基
づ
く
点

検
整
備
と
教
育
は
最
低
限
必
要
な

こ
と
で
あ
り
、
原
因
推
定
の
段
階
で
の

訓
練
飛
行
再
開
は
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う

事
故
へ
の
様
々
な
要
因
を
想
定
し

て
の
機
体
の
特
別
点
検
、
空
間
識

失
調
や
異
常
姿
勢
か
ら
の
回
復
に
関
す

る
教
育
な
ど
再
発
防
止
策
の
状
況
報
告

を
受
け
て
い
る
。
訓
練
再
開
に
あ
た
っ

て
は
、
市
議
会
や
能
美
市
周
辺
地
域
連

絡
協
議
会

と
も
相
談

し
対
応
を

判
断
し
た

い
。

 

官
製
談
合
問
題

２
月
18
日
、
入
札
情
報
漏
え
い
疑

い
で
市
職
員
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、

入
職
２
〜
３
年
目
の
特
定
任
期
付
職
員

に
な
ぜ
入
札
の
権
限
ま
で
与
え
ら
れ
た

の
か

元
自
衛
官
と
し
て
の
経
験
や
知
識

と
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資

格
を
持
ち
、
防
災
や
危
機
管
理
分
野
の

識
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
１
年
３
か

月
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
の
勤
務
実
績

か
ら
特
定
任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
し

た
。
専
門
的
見
地
か
ら
助
言
し
、
意
思

決
定
を
行
う
一
員
と
し
て
物
品
の
購

入
、
工
事
請
負
契
約
の
審
査
や
決
定
に

有
効
に
活
用
で
き
る
と
判
断
し
た
。

課
長
や
管
財
課
等
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
な
ぜ
働
か
な
か
っ
た
の
か

事
業
の
担
当
課
と
入
札
を
執
行
す

る
課
を
分
離
す
る
な
ど
、
官
製
談

合
の
防
止
も
含
め
た
適
正
な
事
務
執
行

に
努
め
て
き
た
。
石
川
県
警
察
本
部
が

現
在
も
捜
査
中
で
あ
り
、
事
件
の
詳
細

を
踏
ま
え
た
上
で
原
因
究
明
を
進
め
、

再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

Q

Q QAQA

QAQA A

QAQ

AQA Q A

AQA

QA QA

▲市の消防力がさらに充実することを期待

▲寺井東部丘陵地土地区画整理事業（昭和54年11月撮影）

▲フライトレコーダーの解析で一刻も早い事故原因の解明を

荒井 昌宏 議員
能美保守の会

あら　い　　まさ　ひろ

澤田 　貞 議員
清　風

さわ　だ　　　　 ただし

近藤 啓子 議員
日本共産党

こん  どう　  けい　こ

 

自
然
災
害
の
予
測
と
避
難
情
報

気
象
庁
と
の
連
携
を
深
め
、
狭
い

区
域
で
の
被
害
予
測
と
避
難
指
示

な
ど
を
発
令
す
る
体
制
整
備
を
行
え
。

ま
た
、
住
民
が
的
確
か
つ
迅
速
な
避
難

行
動
を
と
れ
る
取
り
組
み
を
行
え

市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
を

図
る
た
め
、
市
民
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
確
認
を
促
し
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
講
座
な
ど
で
自
ら
の
取
る
べ
き
行

動
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を
行
っ
て
き

た
。
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

訓
練
の
実
施
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
気
象
庁
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
金

沢
地
方
気
象
台
の
予
報
官
と
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
、
気
象
状

況
の
解
説
や
発
令
判
断
に
関
わ
る
助
言

を
求
め
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
注
意
喚
起
や
避
難
情
報
発

令
な
ど
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

体
制
に
加
え
て
、
市
か
ら
の
情
報
を
メ

ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
受
け
取
れ
る
整

備
を
進
め
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

と
多
様
化
を
図
っ
て
い
く
。

 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

日
本
人
は
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

予
防
率
が
９
割
以
上
に
な
る
と
の
研
究

も
あ
る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
助
成
を
行
え

市
医
師
会
と
の
協
議
に
よ
り
実
態

把
握
に
努
め
、
国
や
他
市
町
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

 

気
象
庁
の
「
キ
キ
ク
ル
」※

自
然
災
害
時
の
避
難
行
動
の
一
助

と
も
な
る
「
キ
キ
ク
ル
」
の
周
知

と
活
用
推
進
を
図
れ

市
民
が
自
主
的
な
避
難
の
判
断
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
出
前
講

座
や
研
修
な
ど
で
キ
キ
ク
ル
の
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

　
な
お
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
県

の
「
土
砂
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ａ
Ｂ

Ｏ
ア
イ
」
が
よ
り
き
め
細
か
な
情
報
を

公
開
し
て
お
り
、
併
用
す
る
こ
と
で
効

果
的
な
情
報
収
集
が
可
能
と
な
る
。

※キキクル：気象庁ホームページに掲載されており、検索地域の雨雲状況、浸水害、洪水害、
　土砂災害の危険度の高まりを警戒レベルごとに色分けし、地図上に示す危険度分布のこと。

仙台 謙三 議員
公明党

せん  だい　 けん  ぞう

▲「ハザードマップ」や「マイタイムライン」などの情報が掲載

QA QA

QA

見て、使って
備えましょうわが家の

一冊に
するのだ

保存版
わが家の一

冊能
美
市 

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

能美市

命を守るための

家 族 で、
みんなで、
地 域 で、

S
A
F
E
 N
O
M
I

防災ガイドブック

お問い合わせ先

能美市総務部危機管理課
〒923-1297 石川県能美市来丸町1110番地
TEL 0761-58-2201  FAX 0761-58-2290 発行 2020年2月



第75号　能美市議会だより第75号　能美市議会だより 1011

❶  ロシアによるウクライナへの武力侵攻の即時撤退と人道的支援に対する決議

❷  航空自衛隊における事故原因究明と再発防止、並びに地域の安全・安心に
　  対する配慮を求める意見書

❸  保育士等の配置基準及び地域区分の見直し等を求める意見書

最終日に議員提出議案３件を全会一致で可決

Point

議場がリニューアル！

議会にぜひ、お越しください

01 音響機器をすべて更新

Point

02 55インチモニターを新設

　令和３年11月に着工した改修工事が完了し、令和４年３月議会では新しい
議場で本会議を開催しました。ここでは議場のリニューアルポイントを２つ
紹介します。ぜひ新しくなった議場で、議会を傍聴してみませんか？

マイクやスピーカーなどの音響機器を
すべて更新しました。

マイクやスピーカーの音質が
向上し、声がより聴き取りや
すくなりました。

オンエア映像・出席議員数など
がカラーで表示されます。

＼ 傍聴は誰でもできます ／
ぜひお気軽にお越しください

今後、電子採決を導入した場合
には採決結果も表示できます。

55インチの高画質な大型モニターを
出入口に壁掛けで設置しました。

Step

01
Step

02
Step

03

※新型コロナウイルス感染状況により
　傍聴自粛のお願いや傍聴席の一部を
　制限する場合があります。 傍聴者の声

傍聴することで市
政をより身近に感
じられました。

傍聴席ではマナーを
しっかり守って静か
に傍聴しましょう。

注意事項や日程など
の資料を受け取り、
いざ傍聴席へ！

まずは受付で住所・
氏名等を受付用紙に
記入します。

議場は緊張感のあ
る雰囲気で刺激を
受けました。

テレビで見るより
楽しかったです。

要
望
の
多
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て
、
設
置
基
準
が
不
明
確

で
あ
る
。
市
民
に
分
か
り
や
す
い
、
納

得
の
い
く
設
置
基
準
を
新
設
せ
よ

現
在
は
判
断
基
準
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
と
現
地
調
査
に
よ
り
総
合
的
に

判
断
し
て
い
る
が
、
市
民
に
分
か
り
や

す
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
基
準
の
新

設
及
び
公
表
に
向
け
て
、
先
進
地
事
例

を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

  

窓
口
業
務
に
お
け
る

 
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
状
況

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
証

明
書
窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
の
効
果
と
課

題
、
今
後
の
普
及
方
針
を
問
う

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
令
和

３
年
度
実
績
で
約
13
％
が
利
用
。

行
政
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
発
行
件

数
は
、月
平
均
で
令
和
２
年
度
が
31
件
、

令
和
３
年
度
が
48
件
と
増
加
。
行
政
証

明
書
窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
は
、
月
平
均

30
件
の
利
用
が
あ
り
、
窓
口
業
務
の
軽

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
が
48
・
３
％
と
半

数
以
下
で
あ
る
こ
と
が
課
題
で
、
今
後

は
普
及
促
進
と
電
子
申
請
の
利
用
促
進

を
図
る
。

 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

歩
道
の
な
い
通
学
路
に
カ
ラ
ー
舗

装
を
行
い
、
児
童
の
通
学
の
安
全

確
保
せ
よ

令
和
４
年
度
に
高
坂
町
、
下
ノ
江

町
か
ら
浜
小
学
校
、
吉
光
町
、
三

道
山
町
か
ら
粟
生
小
学
校
へ
の
通
学
路

な
ど
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
施
す
。

　
ま
た
、
道
路
空
間
整
備
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年
度
に
福

岡
地
区
で
完
成
、
宮
竹
地
区
で
は
交
通

安
全
対
策
事
業
に
着
手
、
辰
口
中
央
小

学
校
周
辺
で
は
推
進
体
制
の
構
築
を
図

り
、
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
の
対
策

を
様
々
な
角
度
か
ら
進
め
て
い
く
。

死
亡
事
故
の
あ
っ
た
外
国
人
労
働

者
に
対
し
、
電
柱
広
告
を
利
用
し

た
外
国
語
で
の
交
通
マ
ナ
ー
の
見
え
る

化
で
交
通
安
全
啓
発
を
実
施
せ
よ

電
柱
広
告
に
よ
る
特
定
の
外
国
語

で
の
啓
発
は
、
読
め
る
外
国
人
が

限
定
さ
れ
、
日
本
人
に
は
内
容
が
伝
わ

ら
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
大

学
や
企
業
等
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
啓
発
を
進
め
る
。

▲交通安全確保の徹底を

Q

中野 廣志 議員
能美保守の会

なか　の　　 ひろ　し

AQA

QA QA

可決した決議の概要は、以下のとおりです。

また、同日には、すみやかなる平和と安定が実現されるよう、能美市議会議員16人全員が
賛同し集めた支援金16万円を在日ウクライナ大使館に寄付しました。

・ロシアによるウクライナ
への武力侵攻は、主権国
家への武力の行使を禁ず
る国際法、並びに国連憲
章への明確な違反行為で
あり、力による一方的な
現状変更は断じて認めら
れるものではない。

・ロシア側は原子力発電所
への攻撃を行っており、
我が国は世界で唯一の被
爆国として、これらの行
為、発言は断じて許容で
きるものではない。

・国においては、国際社会
と連携し、すみやかなる
世界平和の実現のため、
軍隊の即時撤退とロシア
に対する制裁措置、並び
にウクライナに対する人
道支援の実施を強く求め
る。


